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水
子
貝
塚
資
料
館
の

「
手
作
り
鯉
の
ぼ
り
」

水
子
貝
塚
資
料
館
市
民
学
芸
員

田
中

聰
行

水
子
貝
塚
資
料
館
で
は
毎
年
5
月
の

こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
て
「
手
作
り
鯉

の
ぼ
り
」
を
製
作
し
、
募
金
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
手
作
り
鯉
の
ぼ

り
」
は
資
料
館
の
市
民
学
芸
員
が
製
作

を
担
当
、
毎
年
4
月
頃
に
な
る
と
「
今

年
も
鯉
の
ぼ
り
を
作
っ
て
い
ま
す
か
」

と
の
問
合
せ
も
あ
り
、
少
し
は
期
待
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
や
る
気
が
湧

い
て
き
ま
す
。
「
手
作
り
鯉
の
ぼ
り
」

の
始
ま
り
は
東
日
本
大
震
災
の
時
、
当

時
の
館
長
が
被
災
地
へ
の
援
助
に
と
製

作
し
た
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。
現
在

も
そ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
市
民
学
芸

員
が
主
体
と
な
り
製
作
し
て
い
ま
す
。

技
術
と
努
力
が
必
要
で
「
手
作
り
」
と

名
づ
け
た
の
は
す
べ
て
の
部
品
が
手
作

業
に
よ
る
も
の
が
多
い
た
め
で
す
。
ポ
ー

ル
の
部
分
は
新
聞
広
告
を
活
用
し
て
い

る
の
で
カ
ラ
フ
ル
な
模
様
に
な
り
ま
す
。

日
本
は
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
震

災
が
多
い
国
で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
資
料
館
の
関
係
者
と
し
て
長
く

続
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

季節の変わり目に無病息災や五穀豊穣を

願い、邪気を払うために伝統的な行事食を

食したり、飾りつけをして祝う日本古来の

伝統行事。奈良時代に中国から伝わった

「陰陽五行説」の奇数が重なる日を吉日と

する。

１月７日 七草（七草の節句）

３月３日 上巳の節句（桃の節句）

５月５日 端午の節句（菖蒲の節句）

７月７日 七夕（星まつり）

９月９日 重陽の節句（菊の節句）

節

句

と

は

？

こどもの日は、国民の祝日の一つで、端午の節句である5月5日に制定

されています。すべてのこどもの成長をお祝いする日です。

実は、こどもの日と端午の節句は同じではないことをご存じでしたか？

端午の節句は男子の健やかな成長を願う日、こどもの日は「こどもの人

格を重んじ、こどもの幸せを願う日」として1948年に国民の祝日に制定

された日なのです。祝日法には「母へ感謝する日」でもあると記載され

ています。

さらに端午って何？どうして柏餅やちまきを食べるの？菖蒲湯って？

などなど、知りたいことがいくつか出てきました。今さらではあります

が、端午の節句の由来や行事食など、ちょっとだけ深堀りしてみました。

編集委員 柴田 妙子

端
午
の
端
と
は
月
の
端
（
は
じ

め
）
、
午
は
午
（
う
ま
）
の
日
と

い
う
意
味
で
、
午
と
五
の
音
が
並

ぶ
こ
と
か
ら
5
月
5
日
を
さ
す
よ

う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
陰
陽
五
行
説
―
節
句
）

端
午
の
節
句
は
、
古
来
中
国
で

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
伝
統
行
事
に

由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
わ
り
、
当

時
は
貴
族
の
間
で
、
鎌
倉
時
代
に

は
武
家
社
会
の
間
で
盛
ん
に
祝
わ

れ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
端
午
の

節
句
が
「
男
の
子
の
無
病
息
災
を

願
う
行
事
」
と
な
っ
た
の
は
、
江

戸
時
代
の
武
家
社
会
か
ら
で
し
た
。

後
継
の
男
子
の
誕
生
や
成
長
は
大

き
な
祝
い
ご
と
で
あ
り
、
健
や
か

な
成
長
と
幸
せ
を
祈
る
行
事
と
し

て
、
武
家
を
中
心
に
庶
民
に
広
ま

り
ま
し
た
。
現
在
は
「
こ
ど
も
の

日
」
と
し
て
、
国
民
の
祝
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

菖
蒲
湯
の
習
慣
も
端
午
の
節

句
と
は
切
り
離
せ
な
い
よ
う
で

す
。古

代
中
国
で
は
、
菖
蒲
の
強

い
香
り
が
雨
季
の
疫
病
な
ど
の

邪
気
を
払
う
と
言
わ
れ
、
葉
を

軒
下
に
吊
る
し
た
り
、
根
を
刻

ん
で
お
酒
に
入
れ
た
り
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

江
戸
時
代
、
日
本
で
は
菖
蒲

の
葉
の
形
が
武
士
の
刀
に
似
て

い
る
こ
と
や
、
武
道
を
重
ん
じ

る
「
尚
武
」
と
「
菖
蒲
」
が
同

じ
読
み
方
を
す
る
た
め
、
男
の

子
の
健
康
や
成
長
を
お
祝
い
す

る
行
事
と
し
て
広
ま
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

菖
蒲
湯
は
、
そ
の
香
り
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
り
、
漢
方

で
は
血
行
促
進
作
用
や
保
湿
効

果
、
肩
こ
り
や
腰
痛
に
も
効
用

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ごはん…300g

甘塩鮭…１枚

ちくわ（小）…1本

キュウリ…１本

ニンジン…20g

ブロッコリー…2房

コーン…大3

すし酢…大1

たらこ…少々

①ごはんは酢飯にする。

②鮭はチンしてそぼろにしておく。ちくわは輪切り。

③キュウリは薄切りにし、塩もみし絞っておく。

④ニンジン、ブロッコリーは軽くチンしてみじん切り

⑤①に材料をよく混ぜ、たらこを飾ってできあがり。

（２人分）

材料は、トースト１枚と卵、型抜きしたハム、ス

ライスチーズ、輪切りのキュウリ、ミニトマト、

ちくわ。ポイントは柔らかめのスクランブルエッ

グを２つ切りにしたトーストに塗っておくこと！

パンに卵を塗ったら、具材をのせて、できあがり。

（１人分）

鯉
の
ぼ
り
ト
ー
ス
ト

鮭ベジちらし

柏
の
葉
は
神
聖
で
、
新
芽

が
出
る
ま
で
古
い
歯
が
落
ち

な
い
こ
と
か
ら
、
子
孫
繁
栄

に
繋
が
る
と
い
う
願
を
込
め

た
、
江
戸
時
代
中
期
に
売
り

出
さ
れ
た
餅
菓
子
。

中
国
故
事
に
由
来

す
る
端
午
節
の
習

慣
が
日
本
に
伝
来

し
た
も
の
。
も
ち

米
、
米
粉
な
ど
を

千
萱
（
ち
が
や
）

や
笹
の
葉
を
使
っ

て
巻
い
た
和
菓
子

中
国
黄
河
上
流

の
龍
門
の
滝
を

登
っ
た
鯉
が
竜

に
な
っ
た
と
い

う
伝
説
か
ら
、

立
身
出
世
し
て

大
成
す
る
願
い

の
象
徴
。

ブ
リ
は
成
長
す
る
に
つ

れ
て
呼
び
名
が
変
わ
る

出
世
魚
。
ワ
カ
シ
→
イ

ナ
ダ
→
ワ
ラ
サ
→
立
身

出
世
の
象
徴
と
し
て
刺

身
や
料
理
に
食
す
。

鰹
は
出
世
魚
で
漢
字
で

書
く
と
「
勝
男
」
。
男

の
子
が
立
派
に
育
つ
よ

う
に
と
の
願
い
を
込
め

て
端
午
の
節
句
の
お
祝

い
に
食
す
。

鎧
兜
（
よ
ろ
い
か
ぶ
と
）

を
ま
と
っ
た
武
家
社
会

の
風
習
に
由
来
す
る
。

金
太
郎
や
桃
太
郎
、
歴

史
上
の
武
将
な
ど
の
人

形
を
飾
る
。

５
月
上
旬
、
旬
を
迎
え
る
タ
ケ
ノ

コ
は
、
空
に
向
か
っ
て
ス
ク
ス
ク

育
つ
こ
と
か
ら
、
真
っ
直
ぐ
に
元

気
な
男
の
子
に
育
つ
よ
う
に
と
願

い
を
込
め
て
食
べ
る
。
お
吸
い
物
、

煮
物
、
炊
き

込
み
ご
飯
、

天
ぷ
ら
な
ど
。

端
午
の
節
句
と
は
…

菖
蒲
湯
の
由
来
…


